
 
 

関 西 言 語 学 会 
第 33 回大会プログラム 

 
 
 

日時：2008 年 6 月 7 日(土)・8 日(日) 
会場：大阪樟蔭女子大学小阪キャンパス 

〒577-8550 東大阪市菱屋西４－２－２６

     近鉄奈良線河内小阪駅下車すぐ 
http://www.osaka-shoin.ac.jp/access/index.html
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関 西 言 語 学 会 

(Kansai Linguistic Society) 
事務局 〒560-0043    豊中市待兼山町１－８  

   大阪大学言語文化研究科    由本陽子研究室内  
   http://homepage2.nifty.com/KLS/KLSface.html 

http://www.osaka-shoin.ac.jp/access/index.html


大 会 ス ケ ジ ュ － ル 
 

6 月７日(土)      9:15～     受付 
           10:00～12:00   ワークショップ 
           13:00～     開会 
           13:20～14:30   研究発表Ⅰ 
           14:45～17:30   研究発表Ⅱ 
           14:45～17:50   シンポジウム 
           18:00～20:00   懇親会 
  6 月 8 日(日)      9:30～     受付 
           10:00～12:30   研究発表Ⅲ 
           14:00～15:45   研究発表Ⅳ 
           16:00～17:30   招待講演 
           17:30       閉会 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
◇会 費 
・ 会費(一般 4,000 円、学生 3,000 円)は当日受付にてお願いいたします。 
・ 関西言語学会は、大会に参加して会費を納められた方をその年度の会員としています。 

初めての方も自由にご参加ください。 
・ 受付で会費と引き換えに、昨年の大会の発表論文を収録したプロシーディングズ(KLS28)と名札 

をお渡しします。会場では名札をご着用ください。名札のない方は入場できません。 
◇懇親会 
・ 第 1 日のシンポジウム・研究発表Ⅱ終了後、大学レストランにて懇親会を開きます。発表者の方 

も、一般会員の方も、気軽にご参加ください。 

(会費 一般 4,000 円、学生 3,000 円） 
◇昼食 
・ 両日とも学内の食堂が営業しています。会場周辺にも飲食店やコンビニがあります。 
◇休憩室・書籍展示 
・ 両日とも休憩および書籍の展示・販売のための部屋を用意しています。詳細は次ページ「会場案 

内」をご覧ください。 
◇ その他 
・ 第１日目は北門からお入りください。第２日目は北門が閉まっておりますので、正門の方にお回    
   りください。 
・ 駐車場はありません。 
・ キャンパスは原則禁煙となっております。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
大会実行委員   

野田尚史（委員長） 有村兼彬  上田 功 岸本秀樹 金水 敏 窪薗晴夫 龍城正明 
西光義弘 東森 勲 藤田耕司 益岡隆志 松本 曜 山梨正明 吉村公宏 

開催校委員    
  有田節子（開催校委員代表） 西端幸雄  小森道彦 杉浦 隆   
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会  場  案  内 

 
大阪樟蔭女子大学小阪キャンパス 

キャンパスマップ（http://www.osaka-shoin.ac.jp/access/kosaka.html） 

 
6 月７日(土) 

      受  付    1 号棟玄関ピロティ・ホール 

      開  会    1 号棟 5階 551 

      休 憩 室    1 号棟 4階 454・地下一階ホール 

      書籍展示    1 号棟 4階 456 

  

 午前   ワークショップ   

       A 会場   1 号棟 5階 555 
       B 会場   1 号棟 4階  451 
       C 会場   1 号棟 5階 551 
 午後   研究発表 Ⅰ     

       A 会場   1 号棟 5階 555 
       B 会場   1 号棟 4階 451 
       C 会場   1 号棟 5階 551 
     研究発表Ⅱ     

B 会場   1 号棟 4階 451  
C 会場   1 号棟 5階 551 

      シンポジウム   1 号棟 5階 555 
      懇親会     1 号棟１階 レストラン 

6 月 8 日(日) 

      受  付    1 号棟玄関ピロティ・ホール 

      休 憩 室    1 号棟 4階 454・地下一階ホール 

      書籍展示    1 号棟 4階 456 

 

 午前   研究発表Ⅲ     

       A 会場   1 号棟 5階 555 
       B 会場   1 号棟 4階 451 
       C 会場   1 号棟 5階 551 
 午後   研究発表Ⅳ     

A 会場   1 号棟 5階 555 
       B 会場   1 号棟 4階 451 
       C 会場   1 号棟 5階 551 
     招待講演     2 号棟 2階 256 (円形ホール) 
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第 33 回大会プログラム 
 

第１日 ６月７日(土) 

 

受付開始     ９：１５   ［1 号棟玄関ピロティ・ホール］ 

 
ワークショップ  １０：００～１２：００ 
A 会場［1 号棟 5階 555］  「外来語の促音」 

 司会  窪薗晴夫（神戸大学） 

 発表  請川剛史（神戸大学文学部） 

       工藤紀子（日本学術振興会特別研究員） 田中真一（神戸女学院大学） 

B 会場［1 号棟 4階  451］  「日本語アスペクトの歴史と方言」   

司会  青木博史（京都府立大学） 

 発表  青木博史（京都府立大学）       福沢将樹（愛知県立大学） 

    黒木邦彦（大阪大学大学院）      久保薗愛（九州大学大学院） 

C 会場［1 号棟 5階 551］ 「複雑述語の意味構造－英・中・ハンガリー語の対照－」 

 司会  岸本秀樹（神戸大学） 

 発表  江口清子（神戸市外国語大学） 

   境 倫代（大阪大学大学院）      王 蓓淳（大阪大学大学院） 

 

開会の辞   １３：００ ［1 号棟 5階 555］ 関西言語学会会長 西光義弘(神戸大学) 
 
研究発表Ⅰ  １３：２０～１４：３０ 
      (1. 13:20～13:55 2. 13:55～14:30) 

 

A 会場［1 号棟 5 階 555］ 
司会   金水 敏（大阪大学） 

1． 「ですな・ますな」文にみる文法現象と「話手／聞手」関係 

    加藤 淳（名古屋大学大学院） 
2． 「Ｎ一人」と「Ｎが一人も」 

    片岡喜代子（国立国語研究所非常勤） [招聘] 

      

B 会場［1 号棟 4 階 451］ 
司会   山梨正明（京都大学） 
1． 名詞の関数的な側面からみた指示的換喩の２つのタイプ―名前転送と役割転移― 

    大田垣仁（大阪大学大学院） 
2． トートロジ構文からみた同質性に関する考察 

    古牧久典（東京大学大学院） 
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C 会場［1 号棟 5 階 551］ 
司会   杉本孝司（大阪大学） 
1．  ネワール語における被害受身と主観性表示 
    松瀬育子（慶應義塾大学非常勤） 
2．  The Influence of Genre on the Occurrence of the Compound Verb: A Case Study from Hindi,  

Marathi, Japanese and Korean 
    Prashant Pardeshi (神戸大学),  Peter Hook (University of Michigan),  

Sung-Yeo Chung（大阪大学） 
                            
研究発表Ⅱ  １４：４５～１７：３０    
   (3. 14:45～15:20 4. 15:20～15:55  5. 16:20～16:55  6. 16:55～17:30) 
 
B 会場［1 号棟 4 階 451］ 
司会  岸本秀樹（神戸大学） 
3．  On Accusative Wh-adjunct in Japanese 

飯田泰弘（大阪大学大学院） 
4．  Dynamic Modality in Causatives 
    玉元孝治（京都大学大学院） 
司会   有村兼彬（甲南大学） 
5．  Tense and Case in Clausal Gerunds 
    富山晴仁（岡山学院大学） 
6．  古代日本語における形態的長距離一致現象と連体形終止の増加 
    依田悠介（大阪大学大学院） 
 
C 会場［1 号棟 5 階 551］ 
司会  吉村公宏（奈良教育大学） 
3．  みせかけの目的語の意味機能について     

吉川裕介（京都外国語大学大学院） 
4．  英語の擬似中間構文の主語名詞句の起因 

    松家由美子（東北大学大学院）   

司会   松本 曜（神戸大学） 
5．  it-Cleft 構文[it be X that Y]―修辞的用法と拡張― 
    篠原弘樹（大阪大学大学院） 
 

シンポジウム １４：４５～１７：４５  ［1 号棟 5階 555］ 

   「オノマトペ研究の新展開」 

司会  辻村成津子（インディアナ大学） 
講師  栗栖和孝（神戸女学院大学）   「素性調和に基づく口蓋化の分析」 
   那須昭夫（筑波大学）     「音韻構造から見たオノマトペの位置」 
   辻村成津子（インディアナ大学） 「オノマトペ動詞の項構造の一考察」 
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懇親会    １８：００～２０：００  会場 １号棟 １階 レストラン 
      （会費 一般 4,000 円 学生 3,000 円） 
 
 

第２日 ６月８日（日） 
 

受付開始   ９：３０ ［１号棟玄関ピロティ・ホール］ 

 
研究発表Ⅲ １０：００～１２：３０ 

  (7．10:00-10:35,  8．10:35-11:10,  9．11:20-11:55,  10．11:55-12:30) 
 
A会場［１号棟５階 555］ 
司会 東森 勲（龍谷大学） 
7.  間接的否定表現above NPとbeyond NP：それぞれが示す空間と否定の意味 

岩田真紀（京都府立洛北高等学校） 
8.  メトニミーの定義と成立条件の考察 

山本幸一（名古屋大学大学院） 
 
司会 龍城正明（同志社大学） 
9.   文法化における「起源語（構造）決定説」をめぐって：文法化研究への批判に対する一考察 

山口和之（日本体育大学） 
10. 感覚形容詞の語彙的意味と語用論的意味の境界をめぐって－一義化と演繹的推論の観点から－ 

岩橋一樹（大阪大学大学院） 

 
B会場［１号棟４階 451］ 
司会 定延利之（神戸大学） 
7.  Motivation for the Semantic Changes of the Comitative Expressions he（和） and with in Chinese and 

English 
楊 徳民（神戸市外国語大学大学院） 

8．  条件文と推論の文脈－誘導推論の問題 
西村（森）香奈絵（京都大学非常勤） 

 
司会 西光義弘（神戸大学）

9． 語彙的接辞か統語的接辞か？－接辞「っぱなし」の特異性－ 
八島 純（東京大学大学院） 

10．  プルリリンガル（複言語）と知識伝達の手法―理工系研究室にみる知識伝達と複言語使用の相 
互関係― 
井上京子（慶應義塾大学）[招聘] 
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C会場［１号棟５階 551］(10:35より) 
司会 益岡隆志（神戸市外国語大学）

8． 日本語の他動詞構文と受益構文の構文ネットワーク―日英語の対照分析を含めて― 
澤田 淳（京都大学大学院／日本学術振興会特別研究員） 

9． 現代日本語の空間・時間表現に用いられる相対名詞の分布特性 
高橋奈津美（京都大学大学院） 

10． 「指示性の喪失」が見られるソ系指示詞について：スキーマと間主観化の観点から 
小川典子（京都大学大学院） 

 
研究発表Ⅳ １４：００～１５：４５ 

  （11．14:00-14:35,  12．14:35-15:10,  13．15:10-15:45） 
 
A会場［１号棟５階 555］ 

司会 藤田耕司（京都大学） 
11．日本語の反意的述語のとる補文の性質 

上林 航（大阪大学大学院） 
12．Economy in Interpretation: A Study of Children and Binding 

石川弓子（大阪大学大学院） 
13．受動文の統語構造と他動的軽動詞ν*について 

本田隆裕（大阪大学大学院） 
 
B会場［１号棟４階 451］ 
司会 上田 功（大阪大学） 
11．音産出における位置の影響とその普遍性－幼児の音韻獲得・失語・構音障害・聴覚障害のデータ 

の再分析－ 
竹安 大（神戸大学大学院／日本学術振興会特別研究員） 

12．子供のアクセント獲得における親の母方言の影響 
－近畿方言における式保存の法則に注目して－ 

竹村亜紀子（神戸大学大学院） 

13．英語および日本語に見られる “onset-sensitivity”について 
山本武史（広島女学院大学）[招聘] 

 
C会場［１号棟５階 551］ 
司会 野田尚史（大阪府立大学） 
11．落語のディスコース～「まくら」の「小咄」と「本題」の語りとの違いをもとに～ 
    北川千穂（神戸市外国語大学大学院） 
12．「六時に」と「六時で」－空間と時間の関係－ 

伊藤 創（大阪大学大学院） 
13．埋め込み文の推意について～新グライス学派からの提言～ 

田中廣明（京都工芸繊維大学）[招聘] 
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招待講演  １６：００～１７：３０  [２号棟２階 256] 

「コーパス自動解析ツールと利用環境について」 
 

司会 西光義弘（神戸大学） 
講師 松本裕治（奈良先端科学技術大学院大学） 
 
 
閉会の辞  １７：３０ [２号棟２階 256] 関西言語学会副会長 龍城正明（同志社大学） 
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